
「第３期中心市街地活性化基本計画（案）」に関するパブリック・コメント結果

案件名 第３期中心市街地活性化基本計画（案）について

実施期間 平成 28年 6月 17日（金）から平成 28年 7月 12日（火）
趣旨 本市の中心市街地活性化において、新庁舎建設等半世紀に一度のまちづくりを

中心市街地活性化の絶好の契機と捉え、現計画の第 2 期計画をより具体的な実効
性を確保した計画とするため、新たに第 3 期計画として策定するとともに、計画
の国認定を受けたうえですみやかに事業を展開していこうとするもの。

計画期間：平成 28年 11月～平成 34年 3月
計画区域：ＪＲ武生駅周辺の 140.8ha 

意見提出者数

（件数）

6名 12件 
10代 20代 30代 40代 50代 60代 70 代 未記入 合計

男性 1    1 2  1 5 
女性    1     1 
未記入 

合計 1   1 1 2  1 6 

意見の内容 以下のとおり

（本計画に関する内容ではない意見については、掲載を省略）

意見に対する回答 以下のとおり

No 
年齢

性別
該当する箇所 ご意見の要旨（原文） 越前市の回答（案）

１ 60代
男性

主要事業の概要

主要事業①

新庁舎建設事業（交流

施設）とシンボルロー

ド整備

(1)市庁舎周りに落葉樹の
木々をもっと植えて、緑に包

まれた市庁舎がいいのでは

ないか？

(2)シンボルロードについて
は、武生の町用水を髣髴させ

る小川、せせらぎを流しては

どうか？

(1)樹木などの緑は美しい景観
を形成する上で大切であること

から、今後、本庁舎前ひろばや

周辺道路の実施設計の中で検討

します。

(2)シンボルロードのうち庁舎
南側の 4車線道路の区間は県道
であることから、道路管理者で

ある県と協議した結果、電力管

や消雪設備、無散水融雪設備、

通信管、上下水道管、ガス管な

ど多くの地下埋設物があること

から、小川やせせらぎといった

構造物の施工は困難でありま

す。

なお、ご提案の水を利用した



憩いの場については、庁舎前ひ

ろば付近において夏場の風景を

彩る噴水を計画しています。

２ 10代
男性

中心市街地活性化の

将来像と基本方針

（2）中心市街地活性
化の 3つのテーマと 6
つの基本方針

(1)福井国体に向け、武生駅と
中央公園を結ぶ通りの商店

街の空き店舗を利用し、新た

な店舗を増やすと良い。

(2)越前市の越前和紙や越前
打刃物等、ものづくりを発信

できるセレクトショップな

どの店舗を作れば人は訪れ、

観光客のリピーター増加に

つながる。

(1)中心市街地の賑わいづくり
のためには、空き店舗等の活用

により中心市街地の重要な機能

である商業機能の強化を図るこ

とが重要と考えており、個店の

魅力を向上するとともに、新た

に中心市街地に開業する者を支

援し、商業の振興を図っていき

ます。

また、商店街活性化プランに

基づく一連の事業についても支

援していきます。

なお現在、まちなかで新規開

業する場合は、３年間で最大１

２０万円を、まちなかの既存店

舗が改装する場合は最大１００

万円を支援する制度がありま

す。

(2)伝統工芸品を活用した観光
振興策として、「工芸の里構想推

進事業」を掲げています。

本市の伝統工芸の魅力を伝え

るイベントとしての「越前クラ

フトマーケット事業」を計画し

ています。

現在、越前市の伝統産業の商

品を購入できる中心市街地のお

店としては、駅前の観光・匠の

技 案内所とお土産店があり、

今後商店街にも購入できるお店

を計画しています。 



(3)学生がまちづくりに関わ
れるような働きかけをぜひ

ともしてほしい。

(3)住民や商業者、市民団体等に
加え、学生もまちづくりにかか

わる中で、中心市街地の賑わい

創出が必要と考えています。

中心市街地においては、これ

までも仁愛大学による「寺 de
ラテ」などの取組みや武生工業

高校による蔵の辻や北府駅イベ

ントへの支援などの取組みを行

っており、今後、さらに連携し

ながら賑わいの創出を図ってい

きます。

３ 53歳
男性

中心市街地活性化の

将来像と基本方針

（2）中心市街地活性
化の 3つのテーマと 6
つの基本方針

(1)この街の雰囲気を壊さな
いで、人が集まるしなやかな

街づくりができないか。空き

家を利用して、花屋さんや食

べ歩きができる店を点在さ

せてはどうか。

(2)紫式部・いわさきちひろ・
かこさとし・俵万智など越前

市につながりがある作家等

が多いことに因んで、越前市

に点在している歴史や文化

を物語風や絵本風に紹介し

てみるのも面白い。

(1)《再掲》 中心市街地の賑わ

いづくりのためには、空き店舗

等の活用により中心市街地の重

要な機能である商業機能の強化

を図ることが重要と考えてお

り、個店の魅力を向上するとと

もに、新たな中心市街地に開業

する者を支援し、商業の振興を

図っていきます。

また、商店街活性化プランに

基づく一連の事業についても支

援していきます。

なお現在、まちなかで新規開

業する場合は３年間で最大１２

０万円を、まちなかの既存店舗

が改装する場合は最大１００万

円を支援する制度があります。

(2)ご意見の紫式部・いわさきち
ひろに因んだ場所など、中心市

街地における新旧の歴史的な地

域資源をネットワークで繋ぎ、

まちの顔づくりの一層の推進を

図っていきます。



(3)工業高校・商業高校といっ
た職業系高校も含めた若者

をまちづくりに活かしてほ

しい。

(3)中心市街地の賑わい創出の
ためには、住民や商業者、市民

団体等に加え、学生等とも連携

した賑わい創出が必要と考えて

います。

本年度は、武生工業高校が地

域貢献活動支援補助事業を利用

し、中心市街地の蔵の辻や北府

駅において、自ら製作した「ミ

ニ・フクラム」を会場で走らせ、

賑わいづくりに貢献する取組み

を行っていただいております。

今後は、ご提案のとおり、職

業系高校においても、まちなか

活性化につながる主体的な活動

を展開していただき、連携を広

げ、賑わい創出を図っていきま

す。

４ 40歳
女性

中心市街地活性化の

将来像と基本方針

（2）中心市街地活性
化の 3つのテーマと 6
つの基本方針

(1)新しい施設にはバリアフ
リーの配慮をしてほしい。

(1)中心市街地活性化基本計画
（案）の基本方針において、誰

もが健康で安心して“いきいき

と暮らせるまちづくり”の推進

を掲げています。

今後建設する本庁舎や武生中

央公園内の施設については、誰

にも安全でわかりやすく、利用

しやすいユニバーサルデザイン

を取り入れていきます。

５ 60代
男性

中心市街地活性化の

将来像と基本方針

（2）中心市街地活性
化の 3つのテーマと 6
つの基本方針

(1)JR 武生駅前に障害者用駐
車スペースを増やしてほし

い。

(2) 破損した点字ブロックの
修理を徹底してほしい。

(1) 障害者用駐車スペースの増
設について、利用状況を確認の

上、管理者である JR 西日本と
協議します。

(2) 道路管理者において管理を
徹底します。



６ 不詳

男性

中心市街地活性化の

将来像と基本方針

（2）中心市街地活性
化の 3つのテーマと 6
つの基本方針

(1)庁舎から公会堂記念館へ
の道路の歩道を改良してほ

しい。

(1) ご指摘の歩道改良について
は、中心市街地活性化基本

計画（案）において、市道

第 1805 号線改良事業とし
て計画期間における事業に

位置付けています。


